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に比べ 1.8％増加している。国民医療費の国民所得に対する割合は 8.55％（前年度 
8.55％）となっている。（中略） 
５．年齢階級別国民医療費  
 年齢階級別にみると、0～14 歳は 2 兆 316 億円 (6.4％) 、15～44 歳は 4 兆 8602 億円
(15.4％)、45～64歳は 8兆 7633億円 (27.8％)、65歳以上は 15兆 8823億円(50.4％)となっ
ている。・・・国民一人当たりの医療費をみると、65歳未満は15万1500円、65歳以上は65万
3300 円となっている。一般診療医療費の国民一人当たり医療費をみると 65 歳未満は 11 万
1400円、65歳以上は 51万 7500円となっている11。 
 
 また、同じく厚生労働省の試算によれば、平成 15年度における 31兆円強の国民総医






































































































































































































































































































































































































































































































                                                                                                                                        
1 『都政新報』平成 13年 10月 26日版。ただし、本文中の引用は「石原発言に怒る会」ホームページ
（http://homepage3.nifty.com/hanishihara/）に掲載されているバージョンのものである。（「怒る会」につい
ては後述の註を参照。） 
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